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ピサで開かれた地熱国連シンポジウム

1.はじめに

昨1970年の9月22目から10月1賞にかけて地熱資源

の開発･利用に関する国連シンポジウム(UnitedNati一

㎝･Symp･･i･m㎝{h･D…1.pm｡｡t｡｡dUti1i､｡ti｡｡

ofGeothema1Resources)カミイタリアの古都ピサ市で

開かれた.筆者は日本学術会議からこれに派遣され

参加する機会を得たのでそのあらましを報告したい.

2｡シンポジウムの實的

地熱資源に関する国際会議はこ1れカミ始めてではたく

去る1961年に同じくイタリアの浜一マにおいて開かれた

新エネルギｰ源に関する国連会議で地熱がとり上げられ

ている血ただしロｰプ会議ではすでに紹介されている

通り(斎藤1962)太陽熱風力および地熱の開発･

利用か討論されたのであるから地熱単独の国際会議と

しては今回のピサ会議が最初のものともいえる昔

それはさておきよく聞かれるのは在ぜ国連が地熱

とか太陽熱のような風変わりなエネルギｰ源の研究のス

ポンサｰであるかという素朴低質間である.実際今

賢の常識では職在来拶エネルギｰ源とは炭素1炭化

水素燃料および水力で“新"エネルギｰは原子力という

ことに孜ろう･これは決してまちがいではない.し

かしこの常識が先進工業国しかもせまい国土に住むわ

れわれのものであることに留意する必要がある.開発

第1表シンポジウムの目樫

角清愛

途上国またたとえ工業国でもアメリカのネバダ州の砂

漠の真中のよう汰ところは発送電コストの関係もあっ

て原子力エネノレギｰの恩恵に浴するのはまだ遠い将来の

ことである.世界全体の国土人口からみれば非常

に多くの部分は原子力以外のエネルギｰ源を模索しつつ

あるのである.地熱が国連のエネノレギｰ源問題の主要

テｰマの一つである理臨はここにある､

“新エネノレギJの特長はコス1一都低いことで小規

模発電ではとくにすぐれている.また実用化の過程で

“革命的"た技術改良を必要としたいことももう一つの

メリットである(この点はビッグサイエンスの一つであ

る原子力開発とははたはだ対照的である).さらに

公害の少匁いこともこの種のエネノレギｰの大きなメリッ

トとしてあげられる.アメリカにおいてさえ原子力発

電が原子力委員会の予測の半分にも達したいのはそのコ

スト高のほかに公害にからむ住民の建設反対運動カミある

からだといわれる.緑にかこまれたラノレゲレロ発電所

周辺をみるとなおさらこ1れが実感としてとらえられるの

である.

さてロｰマ会議以降着実に発展を続けているのは上

記の新エネルギｰの､簑ち地熱だはである｡この翻こ

員本ソ連およgアイスランドにおいて地熱発電添開始

されロｰマ会議当時すでに発電を行改っていたイタジ

アニュｰジｰランドアメリカおよびメキシコを合わ

せて地熱発電国は7か国となった｡

国連はすでにエ9か国へ地熱調査団

月間

シンポジウム社交行事

レデイスプ回グラム

･月･･1(火)……霧別綴竺瀞….....｡..総(ドウオｰモホテル)

9月2蝸(水)･._.議題工

議題12

9月24周(木)一一一ラルデレロ地熱地帯巡検……ヴォルデッラ･ラルデレ回見学旅行

議題3………･……･･……･ピサ布内見学

9脳目(金)'..'..議馳…･…一……_､オルガンリサイクル

9月26目(土)･一･議題5

･･ルッカ見学旅行

9月271ヨ(目)…･･フィレンツェ見学旅行

･月･･目(刀)……譲麗亨…一…･…･…････…カラｰラ･大理柵㈱学旅行

9月29目(火)__議題8

特別議題2……･一………レセプション

･蜘(水)一儀畿一･……･……･一･…カシｰナ･ガルシ見学旅行

10月1買(木)_..議髄至

'特別議題暮おぷぴ闘会式

を送りそのうち3か国では国連

の経済援助のもとに大がかり次開

発調査が実施されている.

このよう恋背景のもとに1967年

5月26目国連経済社会理事会は

地熱の開発1利用に関するすべて

の分野において蓄積された情報の

交換を行たうことを決議した(新

エネルギｰ源に関する決議第1205

号)､これにもとづいて国連とイ

タリア政府はこのシンポジウムを

組織することになったのである咀�
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3.シンポジウムの構成と議題

小回りのきくエネルギｰのホｰプとして登場した地熱

エネノレギｰだけにこれに関心をもつ国々も範囲カミ広い.

とくに開発途上国からの技術者あるいは政府代表の参加

を呼びかけたことも原因して参加国の数はたいへん多

いものにたった.試みに参加国名と参加者数をあげて

みるとイタリア98アメジカ39フランス21日本20

ニュｰジｰランド!3名以下参加者の多い順にユｰゴス

ラビアトノレコメキシコアイスランドイギリス

チジ中華民国チェコスロバキアスペインェチオ

どアギ1)シアフイリピンスイスェノレサルバドノレ

ハンガリｰインドアノレゼンチンカナタコスタリ

カコ員シビアエクアドル西ドイツ束ドイツグ

ァテマラインドネンァイランイスラェルモロッ

コニカラグァペルｰポｰランドポルトガルノレ

ワンダスウェｰデンタイタンザニア

ウガンダアラブ連合計43か国294名

弘醐跳秘大会委員長をつとめた､イタ

ジア組織委貴会はイ券シア政府ピサ大学

イタリア園立電力公社(琶N班)在どの関

磁艇教授がその議長であった.鱗

なお日本人参加者20名は次の通りである吉相州賢太郎

(三菱重工)藤井幸夫(日本重化工)早川正已(東

海大)休日ヨ武一(九電)平野芳純(富士化工)広

田孝一(電発)伊賀秀雄(貝本地熱調査会)益子

安(中央温研)中島洋二(日本重化工)中村久由

(地質調)野口喜三雄(東邦大)野口高(九電)

岡田泰三(聰和発電)佐藤光之助(同和鉱業)佐藤

準(日本重化工)角情愛(地質調)高橋恭郎(三

菱重工)十時永喜(国際測地研)山崎達雄(九大)

および吉川治男(同和鉱業).

シンポジウムの議題は地熱の開発1利用に関するすべ

ての分野の情報を扱う建前から理学的問題にとどまら

ず工学上の問題さらに開発の進捗状況ならびに経済上

の問題も含むもので次の11の通常議題および3の特別

議題に分類された､

?写真①

鰯套武風毅左からと淡大象学長孤醐｡

教授大会委貴長ま､跳鰍搬蔑静学綴究

葱次窟z㈱c一茎筑どサ沸畏｡醐棚燃夏突入･

イ夢夢ア艦織委員会委貴疑恥雛夏搬概教授

有後刻砺塒通謙穿帰ヤンネ柳表秘みえる

写真⑫

どサの斜塔大詰続の鐘楼で大部分13ぺ

沙ヂ{ノ(湿簸沈澱砦)で搾ら孤ている本

劉こぬたるドウ攻}兼も籍予か免むいてい為

ここで重カの葵験をしたか)レオは1コサ大事

の教授であつ淀�
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議題至

議題2

議魑3

議題4

議題5

議題岱

議題7

議題8

議題9

議題10

議題11

地熱系.

地熱開発の現状

地熱地帯の地質学的環撞`

地熱探査の地球物理学的技術

地熱の探査評価および開発のための地球化学

地熱さく井技術

貯惚漕物理と生産管理1

地熱流体の採薬と輸送

蒸気および高エンタルピｰ熱水の利用(発電などへ

の利用)

{民ユンタノレビｰ熱水の1暖房

農業などへの利用

地熱電力の経済一性

特別議魑王

将蜘議魑2

特別議題3

地熱闘発分野における国連の活動

開発途.1個における地熱闘発岬1補

地熱資源の多帥勺利用

対して合計互78編の論文が提出された.醐

文の内容はせ凌い問題をとりあつかったもの

からいくつかの議題にまたがるものまであ

り一がいに分類することはできないが地

質地球物理地球化学などの理学的問題

す匁わち議題亙3竣および射こ関連あ

るもの議題1う7慧9およびユ⑰の工学

的簡題に関連あるものおよび議題2および

王脈関連ある鰯発1経済の問題に3大別する

とそれぞれ蜘蜘2⑰劣ぐらいの割合を占

ぬている.この数字からコ)シンポジウム

3つの特別議題はシンポジウムの草前に用意されたも

のでプレプリントはたく11の通常議題に

者ム

のおよその性格をうかがうことが出来よう.

提出論文を国別にみると日本が34編で最も多く続く

主要5か国の論文数はニュｰジｰランド32イタリア27

アメジカ至9ソ連18アイスランド18である.この

ほか輪文数の多い順にチェコスロバキアメキシコフ

ランス中華民国トノレコ酉ドイツインドネシア

イギリスノ㍉ンガリｰウガンダコロンビアポｰラ

ンドおよびエクアドルの諸国から論文が提出された.

4.シンポジウムの運営

シンポジウム開催を知らせる最初の回状が園連の事務

局から正式に発送されたのは196留年の遂月§篇であった山

投稿論文の提出期限は同年1五月岬自愛襲された論文

は各部門の総括報告者(艮鞭脾搬雌)に回され総括報

告音はこれをまとめて総括報告を提出する､これが

仮印刷の形で参加者に郵送されたのが会期のけ前の

写真蟻

シン孫ジ夢ム会場球榊ゆそダン鐘築がそ

狐で細る､

等蔑鐙

姦嬬滋毅�
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8月であった.この間約10か月総括報告者の努力1また

いへん汰ものだったらしい｡地球化学部門の報告者琢)

Dr.W亘mは1月からδ月まではまったく何にもでき

たかったといっておられた｡しかしどうにか議題亙

2および11を除く魯部門の総括報告を参加者は会期前に

受けとることができたわげである申この報告は冒頭に

Suggeste〔lTo凶§董｡亙Dl§c嚇1o駁という項員があって

討論をしばるように工夫されている｡

9月22日会場で登録する際おくれた3つの総括報

告およびすべての個為の論文茄渡された･渡された論

文はぼう大改もので持ち歩くには相当に骨が折れその

ままあずける人が多く帰りぎわに受取ってホテルで読

むことになる.ただし違簿おそく凄で行婁があって正

直のところほとんど読む時間はない.

いよいよ会議が始まる.開会式は別として討論会は

1部門3時間づつである.午前の部は9時から王2時ま

でこのあと3時間休んで3時から6時までが午後め部

とたる.ここで驚くのは余りにも長い昼休みである.

時間を持てあましてホデノレヘ帰る人もあ.るが大ていの人

は会場特設のグリルで討論することにたる.1筆者も著

名な人々と話す機会を得たのはまったくこのおかげであ

った.この昼の3時間はこのようた私的の討論のため

に特別にプランニングされたものと初めは思った.こ

れはある程度は正しいが実際はイタリアの風習に合わ

せただけである.,.･この時間街で開いているめはレス

1中ラン郵便局駅くらいのもので一あらゆるオフ'イヌ

辞書苗腐{曾苫匝S冒P一.畠芒･OCL1

鐙

楊��������体汕�

〰瑞　

商店は閉店状態と在り峰づくりと食葵を楽しまたけれ

ばならない.資本人には理解できない感覚であるが

員本人に限らずせっぜと情報収集にこの時間を利用して

いる欧米人が多いこともまた事実で齢る･

夏議題にあてられた時間は:3時間であるけれども間に

鋤分位の嫁わ撒隻かあ姉1準が総括報背後楽が正味

の討論である.だかい人か5分位コメントあるいは

討論をやれば隻｡人位でおしまいであ私

地球物理あるいは地球化学部門では完全に時間不足で

後に特別1こ時間をとって討論が行なわれたとのことであ

る.

結局討論したいと思支は豊富な休憩時閥に人をつか

まえてやる以外はたいわけで言語障壁さえなければ

これほどしあわせたことは次い.

一シンポジウムの公用語は英語フラ1シメ語イ'ダリア

語Iおよびスペイン語(ただし論文は英語ある1いはフラ

ンス語に限られる)の4か国語でこのいずれで講演して

も同時通訳されるわけであるが共通語は何といっても

英語でこのカガミ討論の必要条件である｡何も日本人

に限らずフランス人でもイタリア人でも英譜のできぬ

人はおとたしい(もちろん英語ができればよいというわ

けでなく開発途上国の代表者のような{①e§kgeolog-

ist"ではいくら英語がうまくても討論の圏外にいざる

を得たい).英語は今後少たくとも数世紀にわたる世

界語だといわれるがあらためてそのことを痛感した次

○劇馳OPME㎎τ臭"Ou-IuZ奴1◎熈O戸6!≡⑪τ貝駅MハL露I≡S◎∪艮CES

帥㈱岬㌣,一艦舳榊

P嵐⇔GR盗蝋1M亘

写鄭鐵

会鑑および放行地口)関係雌騰(シ

ンポジウムプ買グラムの表紙から)

田丸は激疑黒丸は噴気地を示す

簿真蟻)

ラ松デレ理の墳脳蒸気(ガイ1ζブ

ツμ墳艦から)幾電機餌)秀一バ

ｰ表一秒の為燕戴を擁戸から薩

擦火賃刺こ獅簑しているところ�
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策である昔

さてシンポジウムが行次われたのはピサ大学工学部の

新講堂で有名たピサの斜脚こほど近く歩いて10分位

のところにある･ピサ全市にはシンポジウムの案内票

がはられまた堕港中央駅には案内所が会期中開設

されまごつくよう次ことはたかった｡掴子ぬけした

のは会場に飾りつけらしいものかほとんど何もたいこと

で前庭に参加国の国旗くらいはためいているかと期待し

たのであるがわずかに玄関にイタリア国旗と国連旗が

あったにすぎ汰い｡しかし実質的た運営はかなりうま

く行っ危ようである.難をいえばやはり言葉の問題で

h董航鵬重量搬映訣の人はすべて英語だけは出来ること

がさらによい結果を生むと思う｡たとえば電話であ

るが公衆電語は5⑪リラでジットｰネという電話専用のコ

カレデレ揮発鑑所周辺

鰯灘灘烹燃1婁寡1簑

縁棚妖遜であ塾右

がラルデレ鶯錦2左

溝葦ラ妙ゲレロ第3の各

発電所

インを買わねばたらぬし長距離電誘はタコメｰタｰの

ようなものが回ってこれと表とを見較べて料金を支払

うのであるがこれのやり方をイタリア語で説明される

と相当の時間を浪費する.

賞讃し肢ければならないのは会場特設グリルの安価美

味の食事である.互冒000リラ(580円)も出せばフルコ

ｰスのディナｰに近いものが食べられる｡かざりを

やめて胃袋を楽しむのもイタリアのお国がらといえよう

か.

5.討論内容について

シンポジウムの目的からいって討論内容は探査･

利用技術の問題と各国の現状報告とに大きく2つに分か

れる.前者については43か国に上る参加国の帝でもイ

抄蟻電所

写真(鋤ラルデレ筥穿)酬眞iゆiii.トから�
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タリアニュｰジｰランドアメリカ目本およびソ連

からの報告が中心となった､少なくとも発電問題に関

する限ザニの5か国が鴇先進国"であるこ'とは誰も異論

がないであろう.地熱地帯の地質学地球物理学ある

いは地球化学上の研究成果カミBu11etin.Volcanologique,

EconomicGeology,GeochimicaetCosmoc王〕三mica

Actaをはじめ多くの学術雑誌をにぎわせているのは周

知の事実であるがこれらの成果をいかに探査開発に

応用するかが今回のシンポジウムの目的である.

たとえば熱水変質をとりあげれば変質という一つの化

学反応を割れ目地層の透水度流体の相など貯溜槽

物理の要素と関連ずけて考えることにたる.おのずか

ら討論の共通の話題は地殻上部の熱水の運動機構すたわ

ち熟熱水系鼎にたるといってよい､シンポジウムの

序論ともいうべきTONGmGI教授の総括討論が地熱系

と題されている理由もここにある.こういうといかに

も応用面だけにとらわれるように聞えるがDr.WH1T血

とかDζ｡疵乃Isといった熟研究者"その人がこれらの

応用面の討論をリｰドするとこ1ろが面白いところであ

る.

シンポジウムのもう一つの柱である現状報告の申で注

目されるのは何といっても東欧諸国を中心とする熊低エ

ンタルピｰ熱水"の利用である.ここでいう低エンタ

ルピｰ熱水とは温度が低い(80～90℃)ためそのま菱で

は発電に利用できない温水のことである.資本は古来

低エン幻比㌧熱水の浴用面における最大利用国である

わけであるが東欧諸国ではこれらを地域暖房や各種産

業に大規模に利用しようとしている.そして実際にこ

のようた温水の大規模な貯溜槽がカノレパチアあるいはコ

ｰカサス造山帯の前地や後背地面シベリアの断裂地帯

さらにロシア卓状地にさえ存在することがわかって来て

いる.さらに有望たニュｰスは沸とう点の低いフレオ

ンやイソブタンを用いてこれら低エンタルピｰ熱水を用

いて発電する研究がアメリカおよびソ連において大きく

前進しつつあることである.

このようにみて来ると熱水系の研究といい東欧諸

国の温水開発と～､次第に大きいスケｰルの構造性熱

水が研究対象となりつつあること粧わかる｡従来わ加

国においても地熱研究は地表徴候地の周辺から構造性熱

水系へと対象をうつし発電に成功したのであるがこ

の傾向は今後ますます強まるように思われる｡これと

共に地殻上部における熱水系のすがたは次第にそのべ一

ルをぬいでゆくことになろう｡

シンポジウム全体にわたる討論内容は非常に多岐にわ

たっているし量も多いのでいちいちここへ紹介する

ことは筆者の能力を越えた問題である.今後次々と

各専悶家による解説が出ることに期待したい(197!年8

月頃雑誌糠地熱"の一}サ会議特集号｣が発行の

予定である)

養.ラルデレQ巡検

シンポジウム第3資員の§月2蝸ラルデレ樽地熱地

帯への巡検があった｡ラルデレ湾の近況については中

村久尚民が螂跨1ここを訪れ紹介しておら虹る(中村

里97ののでここでは巡検そのものの様子についてのべ

Bぴac三{雛｡泄sReg…⑪nσj南猟鰍受みる�
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ることにしたい.

衣かあけたばかりのピサ中央駅前を6台のバスに分乗

して出発する.ピサから約25㎞アルノｰ川をさかの

ぼりP㎝SaCCOで右折してアルノｰ川の支流エラ川

に沿って南下する.Ponsaccoからラルデレロまで約

60㎞この間に車窓からトスカｰナ地方の地質の大略を

つかめるようになっている.アナウンスだけでなく

要点を記載したプリントが予め配布されていたので大い

暑こ助かる.P◎鵬a㏄⑪からからサリｰネディヴオ

ルデッラまで約38凌鵬はNNW方向のエラ地溝帯の中を

走る呈白亜紀吉第三紀のフリッシュ層を切って新第

三紀1こ形成され走この地溝帯を埋めるものは中新世後期

から鮮新世後期/ωたる地層でこれが降るやか衣丘

陵を作りオ夢一ブ畑牧草地ブドｰ燭液とに利用さ

れている｡道路は音な躯らの道を改修したものらしく

舗装されてはいるカ童幅は6狐位で丘陵の間を縫うよ

うにして走る白道路の両わきにみえるのは新第三系の

下部すなわち鮮新世前期の粘土層でベントナイト質で

あるところからいたるところで地すべりを起こしてい

る｡この粘土層の下位の中新統からは食塩および雪花

石膏を産しこれらの井戸や露頭も車窓から眺めること

ができる.遣は一たんチェシナ渓谷に降りふたたぴ

丘陵を上る･上り切ったところがポマランスの部落で

ここで突然前方に冷却塔の林立するラノレゲレロの全

景が開ける.ここ二からあと8㎞の道のりである､

ラルデレロはチェシナ川の上流の小川にのぞんでおり

その東岸に第2西岸に第3の各発電所があ簑脳配事

務所社宅棚酸工場だとカ茎東側の斜面に立並んでいる山

川には水はほとんど流れていない｡わずか紀そちこち

にたまり水があるという感じで冷却塔の必要陸を実感

として味わ走る吉日本で同むく水量の不星から冷却塔

が建設されている松川ではひざまでぬれること恋しに

州の対岸へは徒渉できたいのであるから大きなち添いで

ある｡建物は皆しゃれたデザインで木は

緑悪臭も泣くまことによい環境で

尊真鯉肴汐ソと曲繁ノ襲電蕨の逝くの轟然蹟録露頭を屍学学⑳一稀

少なくともここに公害はたい.まずリク

ェｰショシセンタｰでENELからの軽食

サｰビスがある.20人位の民族衣裳の娘

さんからさまざまのワインをふるまわれ

たカミいに自己紹介などを膏匁う､立食な

カミらこれが1時間近く何ごともゆう峰うた

るものである｡

蒸気輸送管の途中に見学者専用のコッ

クがあってこれから蒸気を噴出させてみせ

る.潜頭性の地熱地帯で地表はまったく

徴候がないだけにやはりこの実演は迫力

がある串こののち各瑛ごと紀パス虹分乗

して屍学に内かう｡コ7スはおきまりの

ものでわれわれ地質屋には一つ不沸な

のである力差いたし方がない山

まず西側の凶上杉ラツアｰノに向かう

遣り途帯の展望所で広義のラルデレ薄地

熱地帯(いわ降る翫臓C量虹⑩離脱墨豆0n)

の全景をみる､写真§ポそれで一番右

手のセラヅツアｰノ発電所から一番左側

のサヅソ発電所豪でがおよそ孤魎位でこ

れが跳臓む1圭雛⑪蝸灰昭あ淡の南西のお

よそ半分位にあたる｡跳搬1麦鮒蝸

舶細双熔東西南北それぞ勅約郷蟻であ

るから驚本では霧島地帯潅どかこ拓にほ

ぼ匹敵しよう曲あるいは榔11と滝の上

あるいは大番と雷の場とを倉あ定規漢で

写真⑱ラルデ岬発電所と劣ス列けオｰ泰発電蕨と剛灘でみたスチｰムハイプラペンと

送電総のある風澱艦家のたたず襲い婁頭血ての傘耕など戦前の賢奉ではよくみられたが…�
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あると考えればよい世地形は写真の通り降るいもので

あるがこれは大体中新世後期の湖成層である｡しか

しサヅソ後方のアダノレピア山のような比較的高い山は古

籍三紀のフリッシュ層から出来ている.

バスは続いてフリッシュ層とこれをおおう湖成層の中

を繭下しサッソ発電所の冷却塔のみえる近くの自然噴

気露頭に向かう､'バス道路のすぐわきである.ラノレ

ゲレロは地熱開発以前はS0筋㎝i(噴気孔)あるいは

Lag0烈i(湯沼)と呼ばれる自然露頭がたくさんあった

といわれる(湯原王963).しかしラルデレロ近辺

のこれらの徴候地はすでに草が生い茂り場所もさだか

でない.このためサッソの徴候地は今は貴重た場所で

あるらしい吉ここだけ1こ自然徴候が保存されているの

は蒸気貯溜岩である石灰質岩層が地窓状に露出している

ためである.見たところ一面に漂白された露頭でそ

の割れ目から噴気が立昇りすきまには硫黄その他の昇

華物がみられ賓本でみる蒸気露頭と余クかわるところ

はない､夏N亙Lの胱､C搬融搬によればここか

らダイアスポアを産するという山興味あることであ

る山

バスはここから北上しカステルヌオｰボ紀ある夏NEじ

の研究所(おもに電探関係の研究をしている)を見学し

た後ラルデレ濠第警発電所のわきのレストラン鷲ラ1ペ

ルラ拶につく｡ご婦人の瑳(ラルデレ轡の北の古都ヴ

毒汐デッラを見学してここ紀到着)を含む砲の薮と合流

豪華な昼食会が催される｡この間約2蒔閥これも懇

親会である,レストラン前の広場はい走る所討論

の輸ができる古琶N配の所長部長クラスは英語のでき

恋い人秘多い｡その理南は彼讐の学校時代の第至外園

繁

潔

語がフランス語であったことによる.このため専門の

通訳がやとってあり求めに応じて飛び回りこの人が一

番忙がしい.しかしDr.qムTA㎜IとかDr.CER0N

だとENELの若い地質家は達者に英語を話す.こ

の傾向はシンポジウムの前後に訪れたイタリア地質調査

所とナポリ大学でもまったく同じことを感じた.これ

はイタリアの一般的な傾向かも知れない田

多くのお巡りさんが交通整理たどをやっている.そ

れほどの人数でもたいし護衛が必要たほどの顔ぶれで

もないのだがENELは国立公社であるのでこうした

ことが容易汰のであろう古ダンディな服装が眼を楽し

ませてくれる.

昼食後再びパスで事務所わきの博物館の見学に移る､

この博物館は棚酸採取に始まる!8工8年以来の開発の歴

史を中心にしほかに地質構造の模型や模式標本の展

示も行なわれている.続いてラノレゲレロで最大田カ

(120ヨ◎00kW)を誇るラルデレ冒第3発電所の見学を最

後に巡検を終支る吉

地質の見学が非常に少次いのは残念であったが地上

設備専門の人はまたそれなりの不蒲がある.専門別の

班分けをすればよいのだカミ実際はホテル別のよう恋も

のでどうも巡検を野外の懇親会と考えたふしもある.

なお筆者は後で私的に再びラルデレロを見学する機

会を得たが､これは別に報告することにしたい･

ア.社交行事および1ノデイスプQグラム

ピサ市のあるトスカｰナ地方はロｰマ帝国時代にさき

だつ紀元前8世紀～3世紀に3一濠ツバ1こおげる最初の

都市連合国家として栄えたエトノソリアの中心勉である.

エ)りアについてはエトノレウア語の解読か終了してい

篶譲

竜九

欝鱗騒

綴騒｣

写真⑪カむデレ刺)レストランラ･ペルラ前での討総風資産から写真⑫

藤井量j鵬中島の各段続いて納r,Sc柵｡五GI､脳室(専附藪

釈)Dr.C^RπAss正(EN逸む鮮)地質球)筆者および単川氏

レ列づン賛･ベルヲ繊刊)棚)れを欝護(守)するお巡り

さん稜方はラルデレ阻蛾警発電所�
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ないこともあって歴史上あまり知られてたいが現存す

る建築や美術品は非常に多い.著名たフィレンツェ

は別としてもほかに日帰り旅行でエトノレリア文化を楽

しめる場所にはことかかたい.ベニスやミラノまで特

に昆をのばす必要はないわけである.レディスプログ

ラムのヴォルテッラノレッカカラｰラたどへの旅行は

いわゆる観光団ではできたい良さがあったと思う.

27目のフィレンツェ旅行はこの点からみると最も平凡

た旅行である誹費曜であったから参会者のほとんど

が参加し筆者もその中の1人として“観光"をした.

これはイタリア交通分社AS.T.I.カミ募集やガイドだと

の世話をしたものである.

貸切バスを利用したピサからの日帰り旅行でスケジ

皿一ルほかたりきつくこの賃だけは日本的な密度の高い

行動を味わう｡下車してみたのは中央寺院のドゥオｰ

モゥッフィｰツィ美術館サンタクロｰ

チエ教会(ミケランジェロマキアヴェリ

ガリレオ次どの墓がある)およびミケラン

ジ其漂広場であった.英語のガイドつき

でたっぷり聞かされついて歩くのがせい

一はいという所.わずか注救いはフィエ

ソｰレでの昼食であった,フィエソｰレ

はフィレンツェの北方の丘陵にあるユ1トル

リアの都市のあとで現在はイトスギにか

こまれた別荘地帯とたっている.ここの

し奉れたンストラン幡オｰロラ"で例によ

って豪華な食事と長い休憩を楽しむ.こ

の賢だけはこのイタリアの風習カミありがた

く思われた.

会期も終わ1)にせまった29目の夜アルノｰ川のほと

りの国立博物館でレセプシ雪ンが開かれる.この博物

館はフィレンツェのウッフィｰツイ美術館のような華麗

さはたいがエトノりア･ロｰマ･中世およびノレネッサ

ンスと長いピサの歴史を反映して絵画･彫刻の非常に貴

重なコレクションが納められている.三々五々集った

参会者はそのままこれら美術品の陳列揚に進む､この

陳列場は長方形の芝生の中庭の回りをとりかこむように

作られており中庭と陳列場との聞はアｰチてがこ叢れ

た回廊と狂っている.この回廊がレセプシ蟹ンの会場

である.人が集まるまでは陳列場に人が流れており

皆が神妙に鑑賞しおえた頃をみはからってパｰティに

移るという趣向はなかなかあざやかである出カクテル

パｰティ式であったがそのうちに若い入が中心になっ

て中庭をとり'かこむように肩を組んですタリアの駿の合

写纂⑱

レセブシ室ン楓競崖からり里､塁上毛郷息(イン;ご率

シア鰯立電力駁焚砺夢)地澱1毫ξ)胱｡鰍概罫董一酸(む､

s.G,s｡似錐澱隷)賊灘｡滋狐肌蹴,むを｡澱蚤鮒1王

(び｡s.G,s,鐙疑鍛熱鰯探の党璃的概究蕎迂)玉人)

およむ嘩鴬

けグン蔓ン鳳澱アｰ邦汀が簗鵬でそグ秘が菱

看溝鱗グ峨夢1脇と匁ってを･愁人物凌シン艇ジ帯ム

の鰹のカとなり定顧際立鰹熱鰍焚蕨め人次

笈か1ら嬢脅籔.靴以蜘孟ζ遜藪察)享滋鴻､靴肌鮒1

五人お事て賊鵬,猟蜘む至董呈肯減量鰯滋繊貫至大杉

いて鮒鑓s瀦一搬篶篶蔓､嚇畷互ζ勉謙化学書)

泌餓跳Lむ1卿玉辛籔.設鵬§亘､ξ維質畿)至久彰い

てMr.Y一㌔繍擁､㌔(1(ηイ讐ピン次111委疑義約童鎚蟹

球)

(.､�
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節

湧

溝災箏瓶一一仏箏

帖淳率岐㌶箏曲箒

等賞⑱シンポジウムに袈洲された論文の仮1…閉1｣校正用に余白がと

憎をやる.中でも“サンタルチア"は多くの人が知

っているようで一段と声が高くだる目ENELのDr,

C〃几DIはここでも立役者である.それで試みに貴方

は何歳かとたずねると自分は年寄りだとためらいなが

らも36歳だと教えてくれた.これにはびっくりしてそ

れならこちらが年上だというと向こうはたお驚いてい

た｡

宴たけなわのころ会場を出てアノレノｰ川に沿って

メッツォ橋のほとりのガリバルディ広場にやって来る.

ガリバルディの銅像の下で佐藤(光)益子吉川氏等

と休む｡そこヘアイスラントのJo鵬soNニュｰジｰ

ランドのH眺LY氏寺の一団も来て時たらぬ気焔を聞

くこととたる･夜もふけるとアルノｰ川をわたる川風

も冷たく感晋られる.明目は国際地熱研究所の見学の

後ナポリヘ出発し泣ければたらないのでここで諸氏に

別れを告げることにした｡

8.シンポジウムσ)出版物について

すでに述べたように総括報告および個々の論文は仮

印刷(写真!5)の形で参加者に配布された.到着カミお

くれて印刷に間に合わたかった論文(3編)を除く計

186編が配布されたことになる｡これは一種の校正刷

で会期中に著者校正が求められた.これらは討論記事

特別議題に関連する記事を含めて後目出版される予定で

ある.

最終的出版物の形は今度ピサの国際地熱研究所

(IstitutoIntemationa1eper1eR三｡ercheGeotermiche)

から発行の運びとたった新しい国際的な学術誌の

“Geothemユics"の中へ組入れられらるはずである｡

この学徳誌のCirCu1at玉O資についてはまだ決っていた

写真蟻近く籍刊予定の團際約な地熱箏1こ関する学撤雑念`℃鋤稔蜜τ一

㎜1cs#り)第王巻の一部

い.後目申込書が配布されるとのことであるがそれ

がいつにたるかもはっきりしたいとのことであった.

この雑誌わ第五巻をかざる論文はDr.C虹蛆D夏等によ

る“Th豊暮e⑪bgy,9eo凶ysicsan(王hydτogeoIogyof

theM㎝teA㎜iatageotherma1行elds''でこれの付図

集(写真16)が参加者に特別配布された.

会場で配布された論文は仮印刷とはいえ上質紙を用い

ミスプリントは少ない.貝本地熱調査会では一目も

早くこれらのデｰタを利用出来るよう仮印刷をもとに

して総括報告の全訳およびすべての論文の抄訳の作業

が行なわれている･ピサ会議の三周年にあたる197王年

末頃の出版を目標に作業が進められているので参照して

いただきたい.

9.おわりに

以上ヒサシンポジウムがどのように進められたかにつ

いてあらましを述べた｡シンポジウムの成果が今後

の地熱研究を飛躍的に前進させる踏台となることを祈っ

てペンをおく｡さいごに筆者のシンポジウム出席に

っいてお世話にたった日本学術会議目本地質学会

目本地熱調査会目本重化工(株)佐藤光之助前地質

調査所長横山泉教授その他の各位に厚くお礼を申上

げます.

(繁者は応用地質都)
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